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第１章 地域公共交通網形成計画の施策体系 

１－１ 基本方針 

  

施策体系 

■基本方針 2：持続的な交通網の確保に向けた効率的な 

コミュニティバスの運行 

目標：コミュニティバスの 1 便あたりの利用者数の増加 

・利用者ニーズに合ったコミュニティバスの運行形態の見直し 

・利用者数の少ない区間・時間帯の見直し 

・フリーパス、回数券、乗り継ぎ割引券の導入の検討 

・車両更新計画の策定及び小型バスの導入の検討 

■基本方針 3：利用促進と住民参加による公共交通の活性化 
目標：公共交通に対する市民満足度のさらなる向上 

・公共交通に関する情報提供（紙面、バス停、駅等のディスプレイ、WEB 等）の

充実（わかりやすさの向上） 

・公共交通に関する窓口一本化の検討 

・市街地での買物等を想定したモデルダイヤの検討 

・幅広い年代に向けた公共交通の利用促進のための意識啓発活動 

・公共交通を地域で支える仕組みづくりに向けた活動の支援 

・コミュニティバスを使った観光コースの検討 

■基本方針 1：市内外を移動できる交通手段の利便性の向上 
目標：市内公共交通利用者数（鉄道・コミュニティバス）の増加 

・鉄道との乗り継ぎの利便性向上及び情報提供の充実 

・デマンド交通など新たな公共交通手段の検討及びハブバス停を活用した 

効率的な運行形態の検討 

・地鉄バスの持続的運行を推進する取組の検討 

現況整理 上位関連計画 公共交通へのニーズ 
課題の整理 
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１－２ 施策目標値 

 

目標指標 基準値 → 目標値 

鉄道の年間利用者数 

○あいの風とやま鉄道及び地鉄

電車の滑川市内の主要な駅に

おける 1日平均利用者数の合

計 

4,368 人/日 (H28 年度) → 4,500 人 （H34 年度） 

コミュニティバスの 

年間利用者数 
○「のる my car」の全ルート 

年間利用者数 

81,376 人 (H28 年度) → 99,000 人 （H34 年度） 

コミュニティバスの 1 便

あたりの利用者数 
○「のる my car」の全ルート

（年間利用者数／年間運行回

数） 

6.9 人/便 (H28 年度) → 8.4 人/便 （H34 年度） 

公共交通の利便性に 

対する市民の満足度 
○「のる my car」の満足度

（「満足している」「まあまぁ

満足している」の回答の割

合） 

61％ (H29 年度) → 65％ （H34 年度） 
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１－３ 具体的な施策 

１） 基本方針 1：市内外を移動できる交通手段の利便性の向上 

① 鉄道との乗り継ぎの利便性向上及び情報提供の充実 

 

● 本市の通勤・通学先は、滑川市内のほか富山市、魚津市、上市町など隣接市町へも見られる。

移動手段としては自家用車が最も多いものの、あいの風とやま鉄道、地鉄電車の利用も見られ

る。 

● アンケートで、公共交通の優先すべき改善として、「乗り継ぎ時間の短縮」を挙げた方が多い。 

● 本市における鉄道、バスを含めた総合公共交通ネットワークが有効に機能するためには、主要

駅における鉄道・バスの乗り継ぎ時間を出来る限り短縮することで、広域的な交通手段の利便

性を向上させる必要がある。 

● 乗り継ぎの情報提供に関して、現在発行されている「のる my car」時刻表では、各便の滑川

駅での接続（待ち時間）が明記されておらず、乗り継ぎに便利なダイヤとなっていても利用者

にとってはそのことが分かりにくい。 

 

● バスと鉄道の乗り継ぎを円滑にし、公共交通全体の利便性を高め利用促進を図るため、あいの

風とやま鉄道滑川駅における「のる my car」と鉄道ダイヤとの接続時間を可能な限り 10～15

分以内とする。また、地鉄電車の各駅と「のる my car」の接続についても出来る限り配慮す

る。 

● 「のる my car」の各便の鉄道への乗り継ぎ情報を時刻表紙面で提供する。 

● 毎年のあいの風とやま鉄道のダイヤ改正時期に合わせ、上記のダイヤ見直し及び乗り継ぎ情報

を記載した時刻表の提供を行う。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

「のる my car」ダイヤの見直し ○    毎年の鉄道ダイヤ改正に合わせ 

対応 
時刻表の更新に合わせた乗り継

ぎ情報の掲載 
○    

 

 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等

 

 

・電車の時間ともう少し合わせてもらえる

とうれしいです。 

市民の意見 

鉄道・バス乗り継ぎ情報の例（石川県能美市「のみバス」時刻表） 
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② デマンド交通など新たな公共交通手段の検討及びハブバス停を活用した効率的な運行形態の検討 

 

● 「のる my car」は市内全域に運行されているが、ルート、区間によっては利用者数が少なく、

バスの輸送力では過大となっているケースが一部見られる。 

● 本市では現在導入していないが、全国各地の人口密度が低い地域を中心に、予約に応じて運行

するデマンド交通や、予約型乗合タクシーの導入が進められている。また、過疎地を中心とし

て、自家用車による有償旅客運送など、地域の実情にあった様々な運行形態が各地で見られる。 

● 一方で予約型乗合タクシーについては、コミュニティバスに比べて利用者 1人あたりの運行経

費が高くなり、利用料金を高く設定せざるを得ないなどの課題もある。 

● 現在の「のる my car」の路線は滑川駅を中心とした放射状に構成されている。滑川駅周辺の

各施設（エール、厚生連滑川病院、市民交流プラザなど）へは市内の全地域からアクセス可能

であるなど利便性の高いものになっているが、複数ルートで重複する区間が存在し、効率性の

観点から課題がある。 

 

● 「のる my car」の運行ルート見直し後の代替交通手段や超高齢社会に対応した多様な運行形

態の導入が必要とされることから、全国の先進事例を参考に、本市に適用可能な弾力的運行を

行うデマンド型の乗合交通や自家用車による有償旅客運送等の導入の可能性について検討す

る。 

● 運行ルート上に複数のハブ（拠点）バス停を設け、ハブバス停同士の回遊性を高めるとともに、

乗り継ぎ利便性に配慮した路線形態とすることを検討する。 

● ハブバス停として、滑川駅、市民交流プラザのほか、主要商業施設を想定し、バス同士または

鉄道とバスのダイヤ接続を図る。 

● 複数のルートが重複する区間については、異なる経路を経由することで無駄のない運行の可能

性について検討する。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

デマンド交通など地域の実情に

あった運行形態の検討 
○    調査研究の継続 

ハブバス停を軸とした効率的な運

行に向けた検討 
○    ルートの見直しに合わせて検討  

 

 

 

 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等
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・民間タクシーを共同で利用する（2～3 人で）。運営費を比べ、検討したらよい。 

「のる my car」の代行をタクシーで。 

 

・中滑川駅と滑川駅を拠点とし、放射状に市役所、交流プラザ、エール、厚生連、ほたるいか

ミュージアム行き。又は、児童館、行田公園、パスタ、明文堂、プラント行き。等とし、そ

の本数を増す。蓑輪、小森ルートの人がエール方面に行くには拠点で乗り換えとなるが、連

携をとり、料金も 1 回分とする。その上でルートの見直しをする・・という方法も考えてい

ただきたいと思います。 

 

 

 

市民の意見 

厚生連
滑川病院

プラント3

■朝・夕（ターゲット：通勤通学）

滑川駅

富山・魚津方面

パスタ

大阪屋ショップ

ほたるいかミュージアム

市民交流プラザ
（昼の拠点）

滑川駅
（朝夕の拠点）

まちなかエリア

エール

魚津方面
（あいの風・
地鉄電車）

富山方面
（あいの風）

上市・富山方面
（地鉄電車）

小森

蓑輪
栗山

大日室山
・鉄道が付近にない左記4ルートは滑川

駅にて鉄道と接続し、市外への通勤
通学を確保

※寺町、北部循環は鉄道駅沿線なので、直接
鉄道を利用してもらう→各鉄道駅の自転車
置場等の整備が重要

・市街地循環ルートは滑川高校への通
学に間に合う時刻を設定する

・昼間の買物を考慮した下記のルートと
はやや異なる経由地とすることも検討

あいの風とやま鉄道
富山地鉄（鉄道）
富山地鉄（バス）

■昼間（ターゲット：高齢者の買物、通院）

プラント3

小森

蓑輪
寺町

大日室山

・「小森」「蓑輪」「寺町」「大日室山」は、各地区からの買物潜在需要が
非常に高いと考えられる、プラント3を経由し、まちなかエリアに向かう
ルートとする
→プラント3での買物荷物の負担をなるべく軽くするため、敷地内への

バスの乗入れ、バス停の待合環境向上（上屋等）を合わせて実施
（同じく買物需要のあるパスタも同様の対応を行う）

・施設自体が目的地ともなりうる、市民交流プラザを、各地区からの路
線（ 「小森」「蓑輪」「寺町」「大日室山」 「栗山」「北部循環」）及び「市街

地循環」との乗り継ぎ拠点として設定し、まちなかエリアの回遊性を高
める。
→合わせて、市民交流プラザの拠点機能を高めるための改善策（敷
地内乗入れ、バス待機場所確保、待合スペースの整備 等）を検討

市民交流プラザ

栗山 北部循環

大阪屋ショップ

滑川駅

まちなかエリア

厚生連
滑川病院

あいの風とやま鉄道
富山地鉄（鉄道）
富山地鉄（バス）

富山・魚津方面

エール

市街地循環

小森

蓑輪

大日室山

寺町

栗山

北部循環

市街地循環
富山方面
（地鉄バス）

ほたるいか
ミュージアム等

（各路線）

早月中学校

みのわ温泉

滑川高校（加島町消防分団前）
市街地循環

市立博物館

寺町

中学校
を経由
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③ 地鉄バスの持続的運行を推進する取組の検討 

 

● 地鉄バス（71,72 系統、滑川駅前～水橋～富山駅方面）は、本市内を走行する唯一の民間路線

バスであり、本市の公共交通ネットワーク形成上重要な位置づけとなっており、持続的な運行

は不可欠であるが、近年滑川市内の利用が低迷している。アンケートにおいても、他の交通機

関に比べ利用頻度が低いことが明らかになっている。 

● 滑川市内においては「のる my car」市街地循環ルートと競合するが、「のる my car」の運賃

100 円に対して、地鉄バスは 170 円であり、市内利用が促進されない一因となっている可能性

がある。 

 

● 地鉄バスが引き続き市の公共交通ネットワーク上重要であることを鑑み、利用促進及び利便性

向上に向けた具体的な取組が必要である。 

● 地鉄バスの滑川市内区間（高月町～滑川駅前）の普通運賃を、コミュニティバスと同程度にす

る社会実験の実施を検討する。 

● 地鉄バスの情報提供の充実（「のる my car」時刻表に、地鉄バスへの乗り継ぎ情報を掲載する

など）を図る。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

地鉄バスの滑川市内区間の普通

運賃をコミュニティバスと同程度

にする社会実験の実施検討 

○ ○   
交通事業者と協議・検討の上実施 

 

 

 

 

 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等

 

 

・今まで自分で運転ができて、自由に行動ができていたので、公共交通には無頓着でいました。 

しかし、年齢とともに毎月富山市の病院に通院するのがむずかしくなるにあたって、それなりに地鉄

バスを使ったりしている中で、停留所が家の近くにある（5 分以内でいける）ということが一番に利用

する条件だと思っています。 

市民の意見 
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２） 基本方針 2：持続的な交通網の確保に向けた効率的なコミュニティバスの運行 

① 利用者ニーズに合ったコミュニティバスの運行形態の見直し 

 

● 「のる my car」は市民の通勤、通学、通院、買物などの利便性を向上させること及び高齢者

の移動手段の確保を目的として運行しているが、近年利用者数が減少を続けている。 

● 「のる my car」本来の運行目的を改めて整理し、市民の移動ニーズにあった持続的な運行を

していく必要がある。 

 

● 朝夕の通勤通学者の利便性向上及び鉄道接続としての機能、昼間の高齢者などの日常生活に必

要な交通としての機能を重視した運行形態とする。 

● 朝夕時間帯については、通勤、通学に利用できるダイヤ編成及び鉄道アクセスを考慮したダイ

ヤ編成とするとともに、直通便など速達性を重視したルートとする。 

● 昼間の買物、通院利用を想定した時間帯では、現行の「のる my car」において一定の利用の

定着が見られることから、現行路線網を基本としつつ、アンケート調査でニーズが高いと想定

される主要施設等へのアクセス性を向上させるための以下のような見直しの検討を行う。 

 「小森」「蓑輪」「寺町」「大日室山」の各ルートは、各地区からの買物潜在需要が非常に高

いと考えられるプラント 3 を経由し、まちなかエリアに向かうルートとする。 

 施設自体が目的地ともなりうる市民交流プラザを各地区からのルート（「小森」「蓑輪」「寺

町」「大日室山」「栗山」「北部循環」）及び「市街地循環」との乗り継ぎ拠点として設定し、

まちなかエリアの回遊性を高める。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

利用者のニーズに合ったコミュニ

ティバスの運行形態の実現 
○    

毎年のダイヤ改正で継続的に改

善を図る 

「のるｍｙ ｃａｒ」の路線網見直し ○    
引き続きニーズを把握し、実施 

 

 

 

 

 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等

 

 

・将来的には、「のる my car」を頼りにしたいと思っているので、駅、病院、買物先へは運行してほし

いと思っています。 

・病院や買物など、日常生活に不可欠な公共交通網を整備してください。特に高齢者で移動が不便な方

のためのもの。 

・高齢者の多い地域と、スーパー、病院、市役所等への繋がりを考えたルートを考えていってほしい。 

・目的地行きのバスがあっても良いかも。例えば、病院行き、スーパー行き、市役所行きの直行便。 

・中学生の下校に「のる my car」を利用しやすくなるように時間等を工夫する（特に冬期）。 

市民の意見 
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「のる my car」路線見直しの方向性（案） 

厚生連
滑川病院

プラント3

■朝・夕（ターゲット：通勤通学）

滑川駅

富山・魚津方面

パスタ

大阪屋ショップ

ほたるいかミュージアム

市民交流プラザ
（昼の拠点）

滑川駅
（朝夕の拠点）

まちなかエリア

エール

魚津方面
（あいの風・
地鉄電車）

富山方面
（あいの風）

上市・富山方面
（地鉄電車）

小森

蓑輪
栗山

大日室山
・鉄道が付近にない左記4ルートは滑川

駅にて鉄道と接続し、市外への通勤
通学を確保

※寺町、北部循環は鉄道駅沿線なので、直接
鉄道を利用してもらう→各鉄道駅の自転車
置場等の整備が重要

・市街地循環ルートは滑川高校への通
学に間に合う時刻を設定する

・昼間の買物を考慮した下記のルートと
はやや異なる経由地とすることも検討

あいの風とやま鉄道
富山地鉄（鉄道）
富山地鉄（バス）

■昼間（ターゲット：高齢者の買物、通院）

プラント3

小森

蓑輪
寺町

大日室山

・「小森」「蓑輪」「寺町」「大日室山」は、各地区からの買物潜在需要が
非常に高いと考えられる、プラント3を経由し、まちなかエリアに向かう
ルートとする
→プラント3での買物荷物の負担をなるべく軽くするため、敷地内への

バスの乗入れ、バス停の待合環境向上（上屋等）を合わせて実施
（同じく買物需要のあるパスタも同様の対応を行う）

・施設自体が目的地ともなりうる、市民交流プラザを、各地区からの路
線（ 「小森」「蓑輪」「寺町」「大日室山」 「栗山」「北部循環」）及び「市街

地循環」との乗り継ぎ拠点として設定し、まちなかエリアの回遊性を高
める。
→合わせて、市民交流プラザの拠点機能を高めるための改善策（敷
地内乗入れ、バス待機場所確保、待合スペースの整備 等）を検討

市民交流プラザ

栗山 北部循環

大阪屋ショップ

滑川駅

まちなかエリア

厚生連
滑川病院

あいの風とやま鉄道
富山地鉄（鉄道）
富山地鉄（バス）

富山・魚津方面

エール

市街地循環

小森

蓑輪

大日室山

寺町

栗山

北部循環

市街地循環
富山方面
（地鉄バス）

ほたるいか
ミュージアム等

（各路線）

早月中学校

みのわ温泉

滑川高校（加島町消防分団前）
市街地循環

市立博物館

寺町

中学校
を経由
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■朝・夕（ターゲット：通勤通学）

滑川駅

市外方面
（富山、魚津等）

小森

蓑輪
栗山

大日室山
・左記5ルートは滑川駅にて鉄道と接続
し、市外への通勤通学を確保

※北部循環は鉄道駅沿線なので、直接鉄道を
利用してもらう→各鉄道駅の自転車置場等
の整備が重要

・市街地循環ルートは滑川高校への通
学に間に合う時刻を設定する

・昼間の買物を考慮した下記のルートと
はやや異なる経由地とすることも検討

あいの風とやま鉄道
地鉄電車
地鉄バス

■昼間（ターゲット：高齢者の買物、通院）

プラント3

小森

蓑輪
寺町

大日室山

・「小森」「蓑輪」「寺町」「大日室山」は、各地区からの買物潜在需要が
非常に高いと考えられる、プラント3を経由し、まちなかエリアに向かう
ルートとする。
→プラント3での買物荷物の負担をなるべく軽くするため、敷地内への
バスの乗り入れ、バス停の待合環境向上（上屋等）を協議・検討
（同じく買物需要のあるパスタも同様の対応を検討）

・施設自体が目的地ともなりうる、市民交流プラザを、各地区からの
ルート（ 「小森」「蓑輪」「寺町」「大日室山」 「栗山」「北部循環」）及び

「市街地循環」との乗り継ぎ拠点として設定し、まちなかエリアの回遊
性を高める。
→合わせて、市民交流プラザの拠点機能を高めるための改善策（敷

地内乗り入れ、バス待機場所確保、待合スペースの整備 等）を検
討

市民交流プラザ

栗山 北部循環

大阪屋ショップ

滑川駅

まちなかエリア

厚生連
滑川病院

市外方面
（富山、魚津等）

エール

市街地循環

ほたるいか
ミュージアム等

（各路線）

滑川高校（加島町消防分団前）
市街地循環

寺町

中学校
を経由

あいの風とやま鉄道
地鉄電車
地鉄バス
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② 利用者数の少ない区間・時間帯の見直し 

 

● 「のる my car」1 便あたりの利用者数は平成 28 年度で 6.9 人となっている。ルートや区間、

時間帯によって利用者数には大きな違いがあり、1便あたり利用者数が 1.0 人前後と低い区間・

時間帯も見受けられる。 

● 一方で、アンケートでは「現状の運行本数やルートを維持すべき」と回答している方が多い。 

● バス路線維持に多額の費用がかかっている中、将来に渡って持続可能な公共交通として、見直

しを図る必要がある。 

 

● 利用者のニーズにあった路線再編と合わせて、鉄道・バスを適切に組合せた持続的な公共交通

となるよう、限られた運行資源（車両、人件費）を有効に活用するため、必要な見直しを行う。 

● 利用者数の少ない区間、時間帯については、ニーズも踏まえ運行見直しの対象とする。 

● 定期的に利用状況を調査・把握するとともに、利用状況をホームページや広報などで周知し、

市民の理解を深めるとともに、公共交通の利用を促す。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

低利用の区間・時間帯の見直し ○    
毎年のダイヤ改正で継続的に 

改善を図る 

 

 

 

 

 

 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等

 

 

・必要なものは充実させて、需要の少ない部分との差をつければよいと思います。利用状況を

きちんと把握していただきたいです。もっと需要の多いルートがあるかもしれませんし、情

報収集も必要ですが、試しに運行して利用率・乗車率を分析すると分かってくると思います。 

市民の意見 
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③ フリーパス、回数券、乗り継ぎ割引券の導入の検討 

 

● 定期的な利用を増やすことは利用の定着に繋がるため、利用回数の多い方に対する割引制度の

検討が必要である。 

● 現在「のる my car」の運賃は 1 乗車 100 円であり、高齢者運転免許自主返納支援事業による

フリーパス制度はあるが、自主返納以外でのフリーパス制度及び回数券の導入はなされていな

い。 

● 乗車 1 回ごとに運賃を支払う方式のため、各ルート間で乗り継ぎが必要な場合に運賃が倍額に

なる。 

 

● 他自治体のコミュニティバスの事例等を参考に、年間フリーパスや回数券の導入を検討する。 

● 滑川駅など主要結節点において「のる my car」同士を乗り継ぐ際に乗り継ぎ券の発行を検討

する。 

● 高齢者運転免許自主返納支援事業の拡充を図る。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

年間フリーパスの導入検討 ○    

実施可能性を検討した上で 

可能なものから順次実施 回数券の導入検討 ○    

乗り継ぎ券の検討 ○    

 

 

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等

 

 

・市内の企業の通勤の足として、共有して、企業から負担してもらい、更に運賃の減額として

利用促進させたらどうか。※年間パスポートの発行 

・利用する人はほとんど高齢者だと思うので、年間パスを発行したらいかがでしょうか（病院、

スーパー、駅などを必ず通るルートを望みます）。 

市民の意見 
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④ 車両更新計画の策定及び小型バスの導入の検討 

 

● 「のる my car」のバス車両については、老朽化が進んでおり、順次更新していく必要がある。 

● 現在の車両 5 台（内 1 台が予備車）はすべて 29 人乗りを使用しているが、需要に合わせ、初

期費用の安い小型車両の導入の検討も必要である。 

 

● 既に老朽化が進んでおり、早期の車両更新が必要なバスに関しては、初期費用の安い小型車両

の導入を検討する。 

● それ以外のバス車両に関しては、小型車両のメリット・デメリット※を把握した上で、中長期的

な車両更新計画を立案し、計画的な更新を図る。 

※小型車両の導入は、初期費用が安く燃費が良い反面、耐用年数が短い傾向がある点や、バスダイヤの作成に

際して乗車定員が少ないことによる乗りこぼしが発生しないよう留意する必要があるなど、導入に当たって

は利用状況の把握と中長期的な車両更新計画の立案が必要である。 

● 更新にあたっては、運行ルートの見直しに合わせ、コミュニティバスのルート別、便別の利用

状況を勘案しながら、導入台数も含めた車両の選定を計画していく。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

中長期的な車両更新計画の策定 ○ ○   必要な情報を収集した上で策定 

「のる my car」の車両更新（小型

バスの導入検討を含む） 
○ ○   

老朽化に合わせて順次更新 

 

 

 

 

 

 

 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等

 

 

・バスを少し小さくすると経費（ガソリン代等）が安くなると思われる。たくさんの来客が 

あるコースは今のままでも良いが。 

・バスのステップを低くして、低床自動車に。もう少し小型化してもよいのではないか。 

市民の意見 
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３） 基本方針 3：利用促進と住民参加による公共交通の活性化 

① 公共交通に関する情報提供（紙面、バス停、駅等のディスプレイ、WEB 等）の充実 

 

● 現在、「のる my car」のダイヤ改正に合わせて紙面の情報提供がなされているほか、市ホーム

ページにおいて時刻表が PDF 形式で掲載されている。 

● 「のる my car」がインターネット経路検索に未対応であり、パソコンやスマートフォンなど

で経路検索をしても乗り継ぎ情報が検索できず、利用促進の妨げとなっている。 

● あいの風とやま鉄道においては液晶ディスプレイを各駅に設置し、各方面への発車時刻案内を

リアルタイムで掲示しているほか、魚津市、黒部市、朝日町、富山市、射水市においては、駅

や主要公共施設においてコミュニティバスの発車案内を液晶ディスプレイで掲示している。一

方、「のる my car」及び市内の地鉄バスではディスプレイによる発車案内は掲示されていない。 

 

● 従前に引き続き紙媒体での情報提供の継続及び拡充を行うほか、新たに経路探索事業者による

情報提供を行うことで、若年層を始めとした新規需要の獲得を目指す。 

● 情報提供の拡充のため、「標準的なバス情報フォーマット」が国土交通省において定められた

ことを踏まえ、時刻表情報をインターネットで検索できるようデータ整備を行う。 

● 主要な乗り継ぎ場所における更なる情報提供の充実のため、駅等に既設の液晶ディスプレイを

活用し、コミュニティバスの運行情報を表示することを検討する。加えて、バス車内での情報

提供のための車載器の機能の充実化（時刻表示等）も検討する。 

● 毎年のダイヤ改正にあわせて、公共交通（あいの風とやま鉄道、地鉄電車、地鉄バス、「のる 

my car」）の情報が掲載された時刻表、路線図を作成し、全戸配布及び主要施設への設置を行

う。見やすさの向上のための改善を行うとともに、鉄道・バスの乗り継ぎ時間を明記すること

で乗り継ぎ利便性の向上も図る。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

紙媒体による時刻表・路線図の

全戸配布、主要施設への設置 
○    

毎年のダイヤ改正に合わせて 

実施 

時刻表データの経路探索事業者

への提供の検討 
○ ○   データ整備体制の検討・構築 

既設の液晶ディスプレイを活用し

たコミュニティバスの運行情報の

表示の検討、バス車載器の機能

充実化の検討 

○ ○ ○  

事業者・企業等と実施可能性につ

いて協議し、可能なものは実施 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等
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国土交通省「標準的なバス情報フォーマット」の概要 

 

 

射水市コミュニティバス「きときとバス」     

  ディスプレイ 写真（射水市役所） 

 

    あさひまちバス 発車案内              黒部宇奈月温泉駅  

    ディスプレイ（朝日町・泊駅）        地鉄電車・コミュニティバス次発案内  

 

 

・せっかくの時刻表が、高齢者が見るには字が小さいのと、近いルートを並行して見られず 

不便に思います（私は利用しませんが、母が使わせてもらってます）。 

・「のる my car」の運行ルートは何かで見たような気はするけど、全然覚えていない。たまに

チラシか何かを送ってもらえるとありがたい。 

市民の意見 
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② 公共交通に関する窓口一本化の検討 

 

● 市内にはあいの風とやま鉄道、地鉄電車、地鉄バス、「のる my car」、各タクシー会社が存在

するが、各事業者で窓口が異なるため、公共交通を使い慣れていない利用者にとっては、どこ

に問い合わせれば良いか分からない場合が想定される。 

 

 

● 当面は各交通事業者において市民への対応を続ける一方で、あいの風とやま鉄道、地鉄電車、

地鉄バス、市内タクシー会社、「のる my car」を包含した公共交通に関する窓口の将来的な一

本化について研究、検討を行う。 

 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

公共交通に関する窓口一本化の

検討 
○ ○   将来的な運営体制も含め検討 

 

 

 

 

 

 

 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等



第１章 地域公共交通網形成計画の施策体系 

 

16 

 

③ 市街地での買物等を想定したモデルダイヤの検討 

 

● 「のる my car」を利用したことのない方にとっては、「のる my car」を利用して買物や通院

することがイメージできず、新たな利用促進のさまたげとなっている可能性がある。 

 

● 中心市街地の活性化と公共交通の利用促進のため、買物や通院時の公共交通利用の動機づけを

図るための情報提供を行う。 

● 地域ごとに、買物や通院における「のる my car」での往復推奨ダイヤを示した「おでかけ時

刻表」を作成し、配布する。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

地域毎のおでかけ時刻表の作

成・配布 
○    

毎年のダイヤ改正に合わせ発行 

おでかけ時刻表の例（石川県白山市コミュニティバス「めぐーる」） 

病院、商業施設への行きと帰りの時刻表を掲載 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等
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④ 幅広い年代に向けた公共交通の利用促進のための意識啓発活動 

 

● 現在の「のる my car」の利用者の多くは高齢者であるが、新たに高齢者となる世代の方々は

免許保有率が高いこともあり、公共交通への利用転換が進んでいない。そのことが利用者数の

減少につながっていると想定される。 

● アンケートによると、回答者の半数が自動車から公共交通への切り替えを少なからず意識して

いるほか、「将来的に今後の運転を控えたい」という方も多く、こうした方の受け皿として公共

交通の利用を呼びかけることは社会的にも重要である。 

● 公共交通を持続的に運行していくためには、幅広い年代の市民に対して、「公共交通に乗る気

運醸成づくり」のための各種意識啓発に取り組む必要がある。 

 

● 公共交通に乗ることが「魅力」に感じるようなキャッチコピー、デザイン等を検討し、各媒体

に掲載する。また、運行状況、利用状況や便利な使い方、公共交通を利用する効果（健康増進、

友達づくり）、各種イベントの開催予定などを記した記事（公共交通ニュース）の各媒体への掲

載や各種団体（老人クラブ、学校等）への配布を行い、公共交通への利用転換を促進する。 

● 市内で行われる各種イベント等（例えば交通安全関連イベント）に際し、チラシ・ポスターを

通じて、公共交通の利用を促す働きかけを行う。また、実際に公共交通の利用を多くの人に体

験してもらう機会を創出するため、イベントの際のコミュニティバス臨時便の運行を検討する。 

● 地域における意見交換会やワークショップ、出前講座等の開催を通じて、公共交通の利用促進

の周知または理解促進に努める。 

● 市内の主要企業に対する「エコ通勤」の働きかけを通じて、公共交通沿線企業の公共交通通勤

を奨励する。 

● 学校教育の場でのバスの乗車体験や公共交通利用に関する学習（環境学習）を通じて、公共交

通のことを知ってもらうとともに、将来の公共交通利用者の増加につなげる。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

キャッチコピー等の検討 

公共交通ニュース記事の掲載 
○   ○ 

広報紙などで定期的に発信 

各種イベントにあわせた公共交

通利用促進 
○   ○ 

連携可能な施策から随時実施 

意見交換会やワークショップ、出

前講座等の開催 
○   ○ 機会を見つけて随時実施 

主要企業に対する「エコ通勤」の

働きかけ 

学校教育の場での公共交通利用

に関する学習の実施 

○  ○ ○ 機会を見つけて随時実施 

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等
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公共交通ニューズレター（公共交通ニュース記事）の例 

（滋賀県湖東圏域（彦根市周辺 1 市 4 町）） 

 

学校教育における公共交通利用教材の例（滋賀県：近江鉄道）  

 

 

・健康な身体を維持するためのウオーキングと「のる my car」利用促進のための両方を狙ったウオ

ーキングコースを企画し、行きは歩き（ウオーキング）、帰りはバス（「のる my car」）の少人

数イベントを数多く実施する。 

・スタンプラリーをする。集めたら何かいいことがある（プレゼントとか）イベントをする。バス

の中で行うイベント、バスを利用した人が優遇されるイベント、運転手さんがおもしろい、人が

集まるイベントをする。 

・園児や低学年などを乗せ、滑川の紹介風のバス遠足などのイベントをし、バス利用者を広げる。

そのときはもちろん料金は支払ってもらうこと。また、中高生を乗せ、新しい意見を聞く等。 

市民の意見 
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⑤ 公共交通を地域で支える仕組みづくりに向けた活動の支援 

 

● アンケートにおいて、「のる my car」が何らかの理由で必要であると答えた方が大部分を占め

ているなど、公共交通の必要性は市民に認識されている一方で、利用は低迷している。 

● 公共交通の維持のためには、市民の自発的な活動が必要であるとの認識を醸成する必要がある。 

 

● バス事業者の自助努力や行政支援の限界があるなかで、これまでの行政主体の取組にとどまら

ず、「地元に必要な交通は地元自らが守り育てる」という観点に基づき、人口減少時代にふさわ

しい新たな地域公共交通の仕組みを構築するため取組を実施する。 

● 地元が自ら行うバス待合所の整備に対して、支援を行う。 

● 地元主体の自主運行サービス創設に向けた検討（自家用有償運送等の創設に向けた制度設計、

技術的検討等）を行う 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

バス待合所の整備、補修に対す

る支援 
○   ○ 

地域からの要望に応じ随時実施 

自主運行サービス創設に向け

た検討 
○   ○ 

のるｍｙ ｃａｒの運行見直しに合わ

せ検討 

 

 

 

 

 

 

 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等

 

 

・高齢者のことを考えると、公共交通は優しくないといつも思います。ゆくゆく自分が利用し

たいと思っていても、現状はきびしいと思います。 

・赤字だから見直しというのではなく、市民、特にシニア世代の人達の大切な足ということを

わかって、運行してほしいと思います。 

市民の意見 
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⑥ コミュニティバスを使った観光コースの検討 

 

● 市内観光施設の年間利用者数は約 35 万人前後で推移している。観光施設が市街地周辺をはじ

め、東福寺野や蓑輪に点在しており、いずれもコミュニティバスでのアクセスは可能であるが、

運行ダイヤは市民のためのダイヤ設計となっており、観光客にとって必ずしも利便性が高いも

のとは言えない。 

 

● 休日の「のる my car」のルートについて、市民のためのルート（駅、商業施設、温浴施設を巡

回するルート）に引き続き配慮しつつ、観光客の市内への回遊を誘導するための観光コースの

運行についての可能性を検討する。 

 

具体的な取組 
実施主体 実施時期 

 

  

 

前期 後期 

休日における「のる my car」

の観光コースの運行可能性検討 
○    

観光関連部局と連携し検討 

 

 

  

行政 住民

現状と課題 

具体的な取組方針 

実施時期・主体 

交通
事業者 企業等
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第２章 計画の推進体制と進捗管理 

 

２－１ 住民・企業などとの連携による計画の推進体制 

本計画は、市が目指す公共交通施策の基本方針を示したものであり、今後、方向性及び基本方針

に即して、各施策の実現化に向けた「方法・役割分担・予算化」などについて具体的な検討を進め

ていく必要がある。 

公共交通の施策の実現は、他分野の施策と一体的に取り組むことで効果を発揮するものもあり、

庁内関係課のみならず、国や県ならびに周辺市町と緊密に連携しながら、将来のまちづくりを見据

えた事業を展開していく。 

住民・企業と行政が協働して施策を推進するという観点に立ち、沿線住民や商店街・企業などか

らの支援や協力を得て、持続可能な公共交通としての維持や利用促進に努める。 

 

２－２ 計画の進捗管理 

事業内容については、国の制度の変更や社会経済状況の変化、市民ニーズなどを勘案しつつ、乗

降調査やアンケート調査などを定期的に実施してデータを収集・分析し、地域公共交通会議によっ

て進捗状況や効果を定量的・客観的に評価して、必要に応じて見直しを行っていくものとする。 

「のる my car」の運行については、公共サービスと市の財政（市民 1 人あたりの負担金）との

バランスを考慮しながら、本来の目的が達成できるように努めるが、利用者数が少なく収支率が低

い場合には適宜計画の見直しを行うものとする。 

 

２－３ 計画実施のための財源確保 

持続可能な公共交通網を形成していく準備期間である、計画期間及びその後数年間は、急激な利

用者の増加による運賃収入等の増加は見込めない。よって、施策の具体化に必要な財源については、

市の支出及び国や県の支援などを適宜確保していく。 

本計画で示した施策の具体化が完了し、持続可能な公共交通網が形成された後は、利用者の増加

による収入の増加を、より一層の利用者数の増加につなげる「公共交通の正のスパイラル」の実現

を目指す。このことにより、人口減少社会にあっても、市の負担額を現状と同程度に抑えつつ、網

形成計画で示した公共交通サービスレベルの将来に渡る維持に努めていく。 


